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セレッソ大阪は、常に世界を見すえ、世界で闘える選手を育てます。 

クラブの理念である「SAKURA SPECTACLE」を体現する選手を育てます。 

ヨーロッパ、アジアをはじめ、世界中に持つネットワークを活用。 

早くから世界を体感させ、 

日本を、アジアを、世界を魅了するスケールの大きい選手を育てます。 

 



「 SPECTACLE」とは？ 

目を見張るような光景・美観・壮観 
大仕掛な見世物・ショー 



「SAKURA SPECTACLE」とは 

SAKURAのDNAを持つ選手たちが、プレー、立ち居振る舞いで次のこ
とを表現すること。 

スタジアムに駆けつけてくれたファンやサポーター、また普段から応援
してくれている多くの方々に対し、謙虚さ感謝の気持ちを持ち、「あの
選手を応援したい」、「あの選手のプレーがまた観たい」と思ってもらえ
るような躍動感あるプレーを観せる。そこにいるだけでドキドキワクワク
するようなスタジアムの空間・雰囲気、セレッソファミリーとしての誇りを
持ってもらえるような臨場感・一体感（エンターテイメント）を生み出す

事。 



「SAKURA SPECTACLE」を体現する選手
（個・集団）を育成して行く。 

世界を魅了するスケールの大きい選手を育てる 

ACADEMY & TOP TEAMに求める普遍的で変わらない
『黄金の一貫性』 



 
 

 
 

組織改革 (黄金の一貫性) 
 
 

『強化本部長の設置』 TOP(株式会社)とアカデミー
(社団)の統合・理念の共有 

『技術委員長の設置』 「風間八宏」氏の招聘 



 
 

 
 
圧倒的な選手 全ての構成要素の最小単位である

『個人』の追求 

圧倒的なスタッフ プロ選手を作り出すスタッフ・指導者も世界へ 

実施項目 

（指導がアマチュアのスタッフからは
プロ選手は生まれない。） 



 
 

 
 

 
 

 
 

圧倒的な選手とは？ 

実施項目 

ボールを奪われない選手 
ボールを奪える選手 

ゴールを奪える選手 

ゴールを守れる選手 
勝負を決められる選手 
魅せられる選手 
人のせいもののせいにしない選手 



 
 

 
 

 
 

 
 

個人技術 

止める・蹴る・運ぶ・受ける・外
す・打つ・観える → 全ては一つ 

実施項目 

ボールを操る・身体を操る・頭を操る 



 
 

 
 

 TR & GAME 

U12 

U15 

U18 

TOP 

 

●各年代で通用するレベルを基準にしない 
→我々の基準はあくまでもTOP→世界 

 

●選手あったよりタフな環境を『人工のジャングル』 
→様々な『継続・刺激』環境下で経験させる 

小学校 

中学校 

高校 



変化に対応し、新しい価値を創造する 

他で真似のできない世界で一人だけの選手を輩出するために 

SAKURA DNA 
世界で咲き誇る、次の才能

を。 
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